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今月の!lI~長音量級tl次位主主~ ~fまないますので
ど利熔くだ苦い。
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場所…輿t襲警・2露急上セγタ…nH聖書寺駅前連絡所
※E翼民年余の徴収もいたします。

の3綴分です

市
長
・
市
議
補
欠
選
挙

一
ザ
設
孫
子
市
中
が
命
線
路
行
以
後

一
滋
え
る
相
官
の
お
い
公
認
吋
恥
や
は
、
と

明
れ
と
回
附
昨
吋
け
い
市
議
会
縫
員
約
欠

一
少
級
品
行
な
う
こ
と
を
A
W
警
わ
せ
て

叫
い
よ
い
よ
明
日
十
七
詩
告
一
不
在

一
れ
ま
す
。
現
鴻
犠
e

の
期
制
日
は
十
ニ

ケ
月
二
十
公
民
(
同
時
蹴
隅
口
H
)

と
な

『
ち
そ
め
あ
弘
一
ま
し
は
次
的
と
松

崎
り
を
す
。

一
円
谷
裁
縫
情
慣
押
崩
悩
糊
期
間

内
十
二
月
十
七
日
の
俊
一
市
の
H
H

一
か
ら
十
八
回
H

ま
匂
む
一
一
日
料
開
附

内
品
申
立
会
淡
糊
師
会
参
加
附
輔
自
期
間
綿

一
門
官
則
条
選
挙
後
補
者
の
み
〉

刊
十
二
月
十
八
日
ぷ
時
ま
で

12112ブ日

明
る
く
正
し
い
選
挙
で

棄
握
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

@
立
会
演
説
会
問
間
後
器
時

十
二
月
三
十
一
一
一
気
午
約
十
狩

か
ら
ゆ
叩
品
開
中
学
校
一
体
資
綴

十
二
月
二
十
一
一
一
日
午
後
一
時

抑
制
訟
や
学
怖
は
体
鳴
門
斡
踊

十
二
臼
月
二
十
三
日
午
後
附
間
的
吋

か
ら
協
料
品
怖
子
第
一
'
小
学
校
総
掛
食

品
切
殺
菌
桝
呂
拷

十
一
一
均
二
十
七
日
門
H
H

縁

日
〉
午
前
七
終
か
ら
年
後
六
時

ま
で
mw酬
間
禁
事
務
を
あ
わ
せ
て
行
な

う
滋
鉄
会
の

a臨時植物部問

十
一
一
万
ス
十
七

E
ハ
午
後
七

時
か
ら
〉
州
知
孫
子
第
一
小
学
校

当
日
都
合
の
悪
い
方
は

不
在
者
投
票
の
ご
利
用
を

一
吋
不
謀
者
投
擦
は
選
挙
の
批
判
日

明
や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た
は
率

一
放
の
た
め
、
役
世
間
焔
済
へ
日
付
っ
て

内
役
目
開
請
が
で
き
な
い
人
の
た
め
に

で
あ
る
制
制
度
で
、
次
に
該
地
制
す
る

だ
舟
は
不
義
者
山
視
察
が
℃
き
ま

刊す。
吋
一
例
我
孫
子
前
一
弘
淡
以
外
の
市

~
符
村
絡
で
職
務
H
A
は
巣
務
に
従

ヱ
争
中
で
あ
る
ガ

一
一
切
や
む
を
鯵
な
い
用
用
務
父
は

一
何
事
故
m
り
た
め
務
相
時
子
市
中
出
り
民
同
崎

一
以
外
い
い
旅
行
中
別
人
は
融
開
夜
中
mv

日仏引
一
的
選
挙
人
が
疾
病
、
負
傷
.

目
録
制
桝
そ
り
銭
的
考
で
歩
行
が
著
し

向
く
問
問
榊
離
な
方
‘
あ
る
い
は
終
段

目
少
年
決
，
崎
間
謝
噌
料
開
に
絞
絡
さ
れ

九
て
い
る
ガ

日
本
産
審
投
薬
を
行
な
う
場
合

目
的
に
続
出
当
す
る
匂
叫
刀
法
配
問
問
醐
ず

で
や
-
繁
栄
所
等
の
長
母
様
附
別
競
問
、

京
芸
雨
入
場
券
を
持
品
借
り
よ
、
澗
湖

一
本
州
百
四
品
委
員
会
に
て
行
な
う
。

一
械
に
持
制
当
す
る
談
合
は
一
段
総

事
議
所
目
当
守
の
絞
め
俗
的
幾
を
添

え
本
人
が
務
滋
で
誘
求
し
、
旅

行
叉
は
滋
在
中
の
ふ
市
区
前
向
品
村
め

湾
中
鮮
民
間
哩
察
隊
笠
宮
で
不
様
俳
問
袖
訴

を
行
な
う
、
又
日
誌
醐
明
嚇
胃
発
行
総

持
げ
が
な
い
場
合
等
は
夜
間
問
機
mu

提
出
が
必
獲
で
す
。

前
門
に
叫
続
期
対
す
る
方
で
、
約
践

に
入
続
出
?
の
方
は
そ
む
病
埼
か

で
小
謀
者
投
討
制
緩
出
比
時
間
院
で
あ
る

と
き
は
、
そ
の
務
険
料
以
買
に
対
し

て
そ
の
品
砲
は
、
そ
の
日
設
に
対
し

て
申
・
織
で
沼
在
者
投
悦
明
治
を
行
な

っ
て
く
だ
幸
い
。

場
時
砕
品

品W
不
骨
税
務
投
薬
期
間

ム
ー
ニ
月
十
七
日
か
ら
十
二
月

刊
…
十
六
時
科
誌
で

。
議
官
見
立
銭
綾
田
刷
機
制
期
間

十
二
月
十
九
認
か
ら
十
一
一
月

子
す
開
悶
U
H
ま
で

出
削
滋
盆
干
に
開
閉
す
る
縁
伸
縮
闘
待
問

背
中
日
炎
、
宮
市
議
会
幾
員
時
間
火
線

学
に
潟
ず
る
申
告
開
‘
抑
制
崩
同
等
及

び
不
役
者
投
醒
酬
の
で
き
る
絡
協

山
林
、
土
、
同
時
磯
尽
に
か
か
わ
ら

ず
午
約
八
持
三
十
分
か
ら
午
校

近
蜘
吋
ま
で
で
す
。

な
お
、
総
本
氏
酌
町
村
に
あ
る

ガ
丹
不
骨
税
者
投
禁
は
、
務
送
で

の
ポ
ナ
仙
紙
と
な
号
ま
す
の
で
、
車
a

自
に
行
な

5
よ
う
に
し
て
く
だ

命。、。そ舟
“
外
向
闘
宅
前
町
議
出
小
の
方
同
時
守

で
お
蜘
障
の
予
定
日
が
浮
足
・
の
臼

に
均
一
日
る
と
か
、
投
雨
前
践
の
近
か

く
の
伐
に
手
相
閥
的
待
合
行
な
う
よ

う
な
場
合
捻
、
医
路
、
叫
刷
出
邑
同
町

町
一
マ
の
泌
総
書
安
も
っ
て
官
時
本
管

制
悼
惜
世
田
員
会
へ
行
っ
て
不
在
者
投

商
討
を
行
な
う
と
主
が
で
き
ま

す。
投
議
日
出
↓
↓
B
校
制
剤
一
併
に
行
っ

て
投
勾
擦
の
期
制
米
な
い
予
終
的
方

は
淡
挙
管
理
畳
間
鶴
間
会
で
お
附
開
会

わ
せ
く
だ
宰
い
。

投
票
所
闘
力
所
増
設

入
場
券
の
表
示
に
詮
意
を

投
察
隊
叫
が
分
設
寄
れ
て
貼
眠
薬

況
が
附
悶
・
芳
一
問
機
殺
さ
れ
ま
し

た
ョ
こ
れ
ら
の
仲
間
百
前
日
悼
と
投
抵
抗

所
持
砧
線
開
則
及
び
俊
明
治
所
一
気
溌

〈
築
関
〉
め
と
お
守
で
す
が
、

そ
の
延
焼
内
の
お
権
者
の
方
砕
い

机
北
西
出
所
合
間
間
違
え
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
新
ら
た
に
後
け
ら
れ

た
投
耐
消
防
へ
行
っ
て
投
判
決
す
る

カ
へ
の
入
場
券
送
付
悶
抑
制
問
絡
に

役
菜
採
が
附
紘
一
変
さ
れ
た
旨
の
樹
誠

一
不
が
あ
リ
ま
す
。
お
般
か
め
く

と
き
い
る

690 

ま
た
、
役
添
人
住
哨
締
役
社
説
明

』
祉
に
淡
付
し
‘
お
手
一
箔
へ
、
移
、

d
b
十
八
日
後
ま
で
に
印
刷
け
ら
れ

る
よ
う
鈴
沃
致
し
ま
し
た
。
そ

の刑制
U

討
に
軍
一
ヴ
て
も
終
決
入
場

券
が
附
附
か
な
い
紋
叶
ほ
お
上
N
V
家

族
の
中
点
が
ゐ
ち
ま
し
た
ら
、
役

時
制
限
簡
潔
に
な
q

て
の
附
則
合
せ

は
事
務
が
ふ
く
そ
ラ
し
て
お
争

ま
す
の
で
口
T
H
引
に
滋
挙
管
制
問
委

災
会
へ
問
問
合
せ
る
よ
う
お
阿
川
い

'u*AWJS丸
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市長選挙
候補者

ぴあ報広一一一一一一〔第三種郵便物認可〕

市
内
三
カ
所
で
立
合
演
説
会

候
補
者
の
政
策
@
意
見
を
聞
こ
う

べ
き
か
を
向
い
ま
た
考
え
、
そ

し
て
士
山
政
を
四
年
間
託
す
る
に

紛
な
い
人
を
選
ぶ
手
が
か
り
と

な
る
務
好
な
機
会
で
す
。

家
族
そ
ろ
っ
て
.
ま
た
ど
近

所
お
誘
い
合
せ
の
う
え
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

投
票
で
き
る
方
は

選
挙
人
名
器
登
録
者
の
み

二
十
七
日
の
投
票
日
に
投
票
市
議
会
議
員
初
欠
選
挙
の
執
行

で
き
る
方
は
、
選
挙
人
名
簿
に
に
伴
う
選
挙
時
登
録
に
よ
っ
て

登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
要
件
追
加
登
録
さ
れ
た
も
の
で
す
。

に

な

っ

て

お

り

ま

す

。

選

挙

人

名

務

の

登

録

は

、

定

投
票
日
に
使
用
す
る
選
挙
人
時
登
録
(
毎
月
九
月
に
行
な
う

名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
方
設
録
を
い
う
〉
と
選
挙
の
都
度

は
、
永
久
選
挙
人
名
簿
(
カ

1

行
な
う
選
挙
時
登
録
が
あ
り
、

ド
方
式
〉
に
登
録
さ
れ
て
い
る
い
ず
れ
も
、
住
民
基
本
台
緩
に

も
の
主
、
今
度
の
市
長
お
よ
び
登
録
さ
れ
て
い
て
、
溺
ニ
十
才

以
上
で
一
一
一
カ
月
以
上
の
住
所
要

件
を
具
燃
し
て
い
る
方
を
選
挙

管
理
委
員
会
が
紋
様
で
登
録
し

ま
す
。二
十
七
日
の
選
挙
に
伴
う
選

挙
時
受
録
は
、
十
二
月
十
三
日

を
登
録
の
基
準
日
と
し
、
十
四

日
を
笠
録
日
と
し
た
も
の
で

す。
こ
の
笠
録
に
は
、
本
年
九
月

十
三
日
以
院
内
引
き
続
き
我
孫
子

市
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、
選

挙
の
当
日
で
品
開
二
十
才
以
上
に

な
る
住
民
基
本
台
綴
に
受
載
さ

れ
て
い
る
方
を
行
な
っ
た
も
の

で
す
。
登
録
し
た
者
を
記
裁
し

た
書
磁
は
十
二
月
十
五
日
、
十

六
日
縦
覧
に
供
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
に
お
い
て
も
、
割
前
っ
て

受
録
漏
れ
し
て
い
る
方
が
発
見

き
れ
た
場
合
は
、
一
所
定
の
手
続

き
に
よ
り
補
正
後
録
が
可
能
で

す
の
で
ど
不
審
な
点
は
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

クり戸ム
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投 票 区 投票所の場所 | 高丁区野目2山丁の目一・部栄・の緑各②地の一部寿1第1投票区投票所 我孫子第ー小学校講堂

2 投票区 我孫子第二小学校 下ケ戸・阿部地区

3 投票区 我孫子第三小学校 柴崎・青山・青山台地区

4 投票区 我孫子第四小学校 並2丁木目①・の本一町部1丁・新目常宮盤①①②②一部の地自区叫11

5 投票iK 我孫子縁保育関 本続町1丁2丁目録目本2丁町目3丁の二目部白主山型1丁車目区

6 投票区 我孫子第一小学校久寺家分校 土谷津・久守家の各地{王

7 投票区 中線下公民館 躍中峠下中ーの

8 投票区 我孫子市役所湖北支所 中星の}部・朝日の各地区

9 投票区 布佐中学校 布布佐佐東下のの}一部部の・各布地佐台区の一部

10 投票区 我孫子市役所布佐支所 布佼東の}部・都の各地区

1 1 投票区 我孫子中学校体育館 東部我の孫各子地区・天王台・高野山の一

12 投票夜 根戸青年館 根区戸・新富①②の一部の各地

13 投票区 湖北台西小学校 湖北台6丁目-10丁目の各地区

14 投票区 我孫子市役所湖北台支所 湖北台1γ日-5丁目の各地iK

15 投票区 並木投票所 並木②の一部・並木①の各地区

16 投票区 新木青年館 新一木部の・布各佐地台区のー部・布佐下の

表里記所室!i
刀て投

備考第13投書再区~第16投票区ft分設し新らたに投票所を設けたものです

投
票
所
の
名
称
訂
正

第
十
一
一
一
役
葉
区
内
(
湖
北
台

六

l
十
丁
目
地
区
)
に
送
付
し

た
授
梨
入
場
券
の
投
票
所
の
場

所
が
湖
北
台
小
学
校
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
は
湖
北
台
西

小
学
校
が
正
し
い
名
称
で
す
の

で
、
お
詫
び
し
訂
正
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
選
挙
は
送
付

さ
れ
た
投
票
入
場
券
を
用
い
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

南
飯
塚
こ
線
人
道
橋
廃
止

代
替
と
し
て
駅
自
由
通
路
完
成

我
孫
子
駅
改
築
工
事
は
急
ピ

ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す

が
、
と
れ
に
並
行
し
て
駅
構
内

工
事
の
た
め
、
日
立
精
拙
開
通
用

門
前
の
南
飯
塚
ζ
終
人
道
橋
が

十
二
月
十
四
日
午
後
七
時
を
も

っ
て
箆
止
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
間
飯
塚
こ
抽
腕
人
道
橋
の

廃
止
に
伴
い
、
日
立
飯
塚
社
宅

お
よ
び
そ
の
局
辺
住
宅
の
住
民

の
利
便
を
考
え
、
我
孫
子
駅
舎

(
橋
上
駅
〉
の
自
由
通
路
が
完

成
し
ま
し
た
の
で
十
二
月
十
三

日
の
始
発
電
車
か
ら
使
用
が
開

始
さ
れ
て
い
ま
す
。

施
行
区
域
の
図
面
縦
覧

布

佐

駅

前

区

画

整

理

市
で
は
、
土
地
区
画
整
理
法

の
規
定
に
基
づ
き
、
布
佐
駅
前

土
地
区
図
整
理
組
合
〈
仮
称
〉

の
施
行
区
域
に
つ
い
て
縦
覧
し

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
施
行
区
域
内

の
借
地
権
の
申
告
を
受
付
け
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
期
限
内
に

手
続
き
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

@
施
行
区
域

我
孫
子
市
大
字
布
佐
字
沼
田

二
、
八
六
回
i
一
か
ら
二
、
九

O
O
l五

二
、
九

0
7
.，
一
か
ら
二
、
九

O
一
1
六

一
一
、
九

O
四
1
一
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申
告
期
限

施
行
区
域
内
に
未
登
記
の
借

地
権
を
有
す
る
方
は
、
昭
和
四

十
六
年
一
月
八
日
ま
で
に
我
孫

子
市
長
に
対
し
、
借
地
権
の
目

的
と
な
っ
て
い
る
所
有
者
主
連

署
し
て
、
内
容
を
申
告
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

@
綴
覧
場
所

中
市
役
所
区
画
整
理
課
で
施
行

区
域
の
図
爾
を
お
見
せ
い
た
し

ま
す
。

湖
北
新
駅
使
用

開
始
は
引
け
目
か
ら

国
鉄
成
回
線
湖
北
駅
の
改
良

工
事
は
、
か
ね
て
か
ら
行
な
わ

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
よ
う
や

く
竣
工
の
運
び
と
な
り
ま
し

た。
竣
工
式
は
、
千
葉
鉄
道
管
理

局
主
催
で
十
二
月
二
十
三
日
午

前
十
一
時
か
ら
行
な
わ
れ
ま

す。
ま
た
、
僑
上
駅
は
十
二
月
二

十
四
日
の
始
発
列
車
か
ら
使
用

市の人口

昭和45年11月初日現在

男 24，635人前月比182人増

女 25，066人グ 184グ

計 49，701人 .. 36岳グ

世帯数13，247世帯グ110世帯増

1 1月の人口動態

男女計

~9人 53人 112人

242人 250人 492人

12人 7人 19人

107人 112人 219人

し
ま
す
。

ζ
れ
に
よ
り
駅
周
辺

特
に
南
側
住
民
の
方
は
非
常
に

便
利
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

農
委
選
挙
人
名
簿
を
作
成

一

月

八

日

ま

で

に

申

請

毎
年
一
月
一
日
現
在
で
農
業

委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名
薄
蚕

哉
の
た
め
の
申
請
書
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
と
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
名
簿
致
裁
は
農
業
委
員

の
選
挙
の
た
め
に
使
わ
れ
る
た

め
の
重
要
な
も
の
で
す
。
名
簿

の
R
I
載
資
格
は
昭
和
二
十
六
年

四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
本
市

に
住
所
を
有
す
る
方
で
、
十
ア

ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作

の
業
務
を
営
む
も
の
、
ま
た
は

そ
の
伺
賠
の
親
族
若
し
く
は
、

そ
の
配
偶
者
で
年
間
お
お
む
ね

六
十
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て

い
る
ζ
k
が
必
要
で
す
。

申
請
用
紙
は
農
家
組
合
長
を

遇
し
て
お
く
ば
り
し
ま
す
が
、

用
紙
の
痛
か
な
い
場
合
は
、
捕
時

業
委
員
会
事
務
局
へ
ど
連
絡
く

だ
さ
い
。

な
お
、
申
請
書
裏
面
の
注
意

事
項
に
留
意
の
う
え
記
設
し
、

一
刀
八
日
ま
で
に
農
家
汎
合
長

に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

我孫子縁郵便局移転のお知らせ

緑郵便局が12月14日(刀〉から

千葉銀行隣りの緑1-5-2に移

りました。

市
長
選
挙
立
候
補
者
の
立
会

演
説
会
は
、
布
伎
、
湖
北
、
我

孫
子
地
区
の
三
カ
所
で
、
一
磁

の
日
時
、
場
所
で
開
催
し
ま

す
。
立
会
演
説
会
は
、
わ
た
し

L

た
ち
が
立
候
補
者
の
致
策
や
意

許
見
を
知
る
唯
一
つ
の
機
会
で
あ

日
り
ま
す
。
選
挙
に
棄
権
す
る
と

凶
と
は
白
か
ら
の
権
利
を
放
棄
す

拐
る
己
主
で
あ
り
ま
す
が
、
候
補

制
点
目
の
政
策
や
煮
見
を
知
ら
ず
、

同
た
だ
知
人
や
選
挙
運
動
員
等
の

隠
す
す
め
だ
け
で
、
自
分
の
意
思

一
に
よ
っ
て
侯
補
者
合
選
ぶ
こ
と

一
の
し
な
い
投
禁
も
ま
た
価
値
あ

一
る
線
利
の
行
使
と
は
云
え
き
れ

一
ま
せ
ん
。

一
立
会
演
説
会
は
わ
た
し
た
も

一
選
挙
人
が
、
帝
政
は
ど
う
あ
る

こ

一

券

別

一
一
場
色
一
向

一
入
の

一
一
旗

水
道
の
事
故
は
次
の
当
番
商
へ

て
次
の
工
事
広
が
待
機
し
て
い

ま
す
の
で
、
事
故
に
捺
し
て

は
、
当
番
の
工
事
庖
に
ど
述
絡

く
だ
さ
い
。
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ツ
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V

l
ズ
ン
で
す
っ
教
育
委
員
会
で

は
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
二
以
と
し

て
、
つ
ぎ
の
主
お
り
ス
キ
l
ス

グ

l
ル
を
開
き
ま
す
。

お
一
人
で
、
あ
る
い
は
ご
家

族
掬
っ
て
お
気
軽
に
ど
参
加
く

だ
さ
い
。
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・
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前
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発
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場
所
υ

世
出
場
ス
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l
場

対
象
日
市
内
に
在
住
、
在
学
、

表
勤
す
る
者

会
費
υ

五
千
円
(
変
通
費
、
宿

泊
費
、
コ

l
チ
料
、
諸

雑
費
込
み
)

人
員
先
着
隙
四
十
名

交
通
い
貸
切
パ
月

申
し
込
み
υ

一
月
二
十
日
立
で

に
電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ

に
て
教
育
委
員
会
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

年
一
本
・
年
始
の

ゴ

ミ

収

集

ゴ
E
の
無
料
収
集
は
.
十
二

日
三
十
一
日
ま
で
平
常
ど
う
り

作
業
い
た
し
ま
す
。

明
年
一
月
一
日
か
ら
一
月
四

日
ま
で
は
休
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
五
日
か
ら
は
平
常
ど

う
り
作
業
を
い
た
し
ま
す
。

行

政

相

談

行
政
相
談
を
行
な
い
ま
す
。

宮
公
庁
に
お
け
る
苦
情
.
そ

のJ
他
日
常
生
活
に
お
け
る
心
配

ど
主
な
ど
を
受
け
つ
け
ま
す
o

v
g時
十
二
月
二
十
五
日
午

前
十
時
か
ら
午
後
一
一
一
時
ま
で
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